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要 旨：本研究では、アスペルガー障害のある児童に対して、集団ゲーム場面において、

実施したいゲームが相手と異なる場合のゲームを開始するまでの話し合い行動を取り上

げ、話し合いスキルを形成するための支援方法を検討した。研究開始前には、対象児はゲ

ームに参加することができなかった。ゲームのルールや方法が理解されていなかった訳で

はなく、行動レパートリーがあってもそれらを発揮できる環境ではなかったことが原因と

考えられた。そこで手順書の提示など話し合い場面を構造化し、自己決定の機会を導入し

た。その結果、ゲームを開始するまで参加者と協調を図りながらの話し合いが成立し、ゲ

ームへの主体的な参加が促進された。各方略の有効性、アスペルガー障害のある児童のコ

ミュニケーション行動への支援のあり方に関して考察を加えた。 
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Ⅰ．はじめに 

 
アスペルガー障害や自閉性障害を含む広汎

性発達障害は、社会性の障害をその中核とする

症候群である 20)。アメリカ精神医学会の「精神

疾患の分類と診断の手引」第四版（DSM-Ⅳ）
1)では、アスペルガー障害の診断基準に社会的

および感情的な応答性に欠ける、つまり相互の

やりとりを一方的に支配してしまうことを挙

げている。 
学校教育において、広汎性発達障害のある児

童・生徒への対応は喫緊の問題となっている 19)。

広汎性発達障害の中の高機能群は通常学級に

在籍することが多いが、さまざまな学級適応の

問 題 が 指 摘 さ れ て い る 。 Tantam22) や

Asperger2)は、特に言語の障害が軽微なアスペ

ルガー障害は、態度、話し方からいじめにあう

ことが多いことを指摘している。また多田・杉

山・西沢・辻井 21)は、学童期に至った高機能広

汎性発達障害児の就学直後から示す問題とし

てルールに従えない、嫌いな科目に参加しない、

集団行動への強要などに対してパニックを起

こすなどの集団行動困難であると指摘している。  
一方、周囲とうまくコミュニケーションでき

ないことも指摘されている。些細なことでも柔

軟に交渉できない、状況とは無関係な話題から

話し始める、勝手に話題を変える、社会的、文

化的なきまりを無視する、話したいことを話し

続けることで会話が一方向的になりやすい、無

口すぎることが特徴として挙げられている 3)。

大井 13)は、アスペルガー障害にみられる語用論

の障害は多様で広範囲にわたるとしており、そ

れらの特徴から、周囲から否定的なフィードバ

ックを受けることが多くなり、さらに押し黙っ

て友だちとうまく関われず孤立するといった

悪循環になる場合が多く存在する。発達障害が

あることが周囲にもわかりにくいことと重な

り対人関係でトラブルを起こすことが非常に

多くなってしまっている 8)。 
そこで広汎性発達障害、なかでもアスペルガ

ー障害のある児童・生徒に対し適切な社会的行

動を形成するとともに集団におけるコミュニ

ケーション行動を成立するための支援が求め

られている。子どもたちの間で何が伝わり合い、

何が伝わり合っていないかを意識化し、何がコ

ミュニケーションで起きているかを的確に理

解できるように支援していく必要がある 12)。 
これまで、アスペルガー障害のある児童・生

徒のコミュニケーション行動への支援として

は、個別指導に加えて、小集団によるグループ

指導が行われてきた 8)。小集団によるグループ



指導のねらいとして、仲間との共有体験を通し

て対人スキル、相互交渉能力を獲得させること

が挙げられている 15)7)。落合・井澤 14)は、高機

能広汎性発達障害児の社会的コミュニケーシ

ョン行動に影響を及ぼすと考えられる、衝動

性・固執性・状況理解・感情理解に対するトレ

ーニングを小集団によるグループ指導と個別

指導を組み合わせて行った。その結果、約束表

の提示や自己評価等の自己モニタリング、ロー

ルプレイ等を行うことで、「怒る」「ルールを

破る」等の問題行動が減少した。また小林ら 8)

はアスペルガー障害の児童を対象とした小集

団によるグループ指導のプログラムの試案を

提示している。しかしながら、アスペルガー障

害のある児童・生徒への小集団によるグループ

指導に関する研究はこの１～２年の間、学会発

表等で報告されはじめたばかりであり 16)17)26)、

支援効果に関する客観的な分析を含む報告は

少ない 14)9)。そのため、今後データに基づいた

客観的な分析による情報を提供することで、明

確な支援方法の再現性を高めていかねばなら

ない 25)。さらに小集団によるグループ指導の有

効性にとどまらず、対人スキルや相互交渉能力

の具体的な行動に対する支援の方略の有効性

を示していく 14)必要があるだろう。 
本研究では、アスペルガー障害のある児童に

対して、集団ゲーム場面において、実施したい

ゲームが相手と異なる場合のゲームを開始す

るまでの話し合い行動を取り上げ、ゲーム参加

者との話し合いスキルを形成した。話し合いが

成立するための支援方法について明らかにす

るとともに、コミュニケーション成立の困難さ

をもたらしている要因について考察すること

を目的とした。 
 

● 
Ⅱ．方法 

 
１．対象児 

通常学級に在籍する小学校４年生のアスペ

ルガー障害のある女児（以下 A 児とする）を対

象とした。A 児は、週１回情緒障害通級指導学

級で、ソーシャルスキルトレーニングなどを通

して障害の特性に応じた指導を受けていた。8
歳のときに療育センターでアスペルガー障害

の診断を受けた。本研究開始時の生活年齢は 9
歳 6 ヶ月で、B 大学で教育相談を受け始めた時

期であった。 
 9 歳 6 ヶ月時に実施した K-ABC 検査では、

継時処理 113、同時処理 122、習得度 126 であ

り、知的に遅れは認められなかった。9 歳 9 ヶ

月時に実施した新版社会生活能力検査では、社

会生活年齢（SA）10 歳 6 ヶ月、社会生活指数

（SQ）114 であり、共に生活年齢を上回る数値

であった。 
A 児は、自分の興味のあることしか行わない

傾向にあり、学校の授業では全ての活動に持続

的に取り組むことが困難であった。そのため、

教科学習や試験で極端な成績の差が見られた。

A 児は、全体指示を聞いて理解することができ

ずに皆の動きを見て行動したり、先生の話を聞

いていなかったりすることが多く、全体的に活

動に参加できていなかった。また休み時間など

は一人で遊ぶことが多く、友だちには自分の意

見を言えずに付き従って遊んでいた。           

保護者の主訴として、活動に取り組む時と全

く取り組まない時があり波なくコントロール

できてほしいこと、鉛筆を折る等の物を壊す行

動をなくしたいことが挙げられていた。 
これらの行動特徴は、大学での集団ゲーム場

面において顕著に見られた。自分なりのルール

でゲームを進めたり、参加者に批判を行ったり

などの行動が見られた。一方で、勝つことが予

測される状況では、ゲームのルールに沿った活

動が増加した。また、指導者が提案するゲーム

を実施することに対する不満を、A 児は泣いて

訴えることもあった。 
 
２．標的行動 

決められたルールに沿って、集団ゲームに参

加するために、ゲームが開始するまでの話し合

い行動を標的行動とした。そこで、集団ゲーム

が成立するまでの過程を、以下の５つの下位行

動に分類した。①やりたいゲームを表明する。

②ゲームの内容を説明する。／説明を聞く。③

不足したルールを決定する。④決め方を話し合

う。⑤決められたルールに沿って活動を行う。 
 

３．実施ゲーム及びマテリアル 

 玩具のボウリング以外は、A 児とその妹が考

え出したゲームを実施した。毎セッション指導

者が提案するゲームは A 児が考え出したゲー

ムであり、離れた場所から籠にボールを投げ入

れ、入ったボールの数で勝敗を競うものであっ

た。その他、ルールを変更したドッチボールや

キャラクターを演じるゲームなどを A 児らは

事前に考えてきた。しかしルール設定が不十分

なため、ゲームとして成立しないことが予測された。  
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 また、ゲームを実施するまでの話し合いの時

に、５つの下位行動が明記された話し合い手順

書、指導者が提案するゲームのルール表、話し

合いによって補足されたルールを映し出すプ

ロジェクター及びスクリーンを使用した。 
 

４．記録及び分析方法 

毎回、ゲーム終了までの録画記録、逸話的デ

ータの記録を行った。ベースライン期、介入１

～３期各 1 セッションの録画記録、逸話的レポ

ートに基づき、筆者と共同研究者 1 名が標的行

動の達成基準を以下のように設定した。１）話

す内容が論理的であるか、２）適切な参加行動

（挙手・指示されてから行動する等）であるか、

３）話し合いで物事を決めているか。その後、

設定した達成基準に基づき、録画記録、逸話的

レポートから大学院生2名が５つの下位行動の

各項目が達成されたかを評定した。 
 

５．期間・場所・ゲーム参加者 

平成 15 年 10 月～平成 16 年 11 月まで計 11
セッション、大学のプレイルームにおいて、A
児、A 児の妹、指導者の 3 人で実施した。ゲー

ムの内容によっては、ゲームを実施する時に学

生を加えた 3 人以上のメンバーで実施したり、

必要に応じて審判をおいたりした。 
 

６．手続き 

１）ベースライン期（以下、BL 期とする） 

ボウリングや指導者が提案するゲームを

実施した。ゲームの説明を口頭でした後、決

められたルールに沿って活動を行っている

かを評定した。ルールに沿った活動を行って

いない場合、修正の声がけを行った。 
２）介入 1 期 

ゲーム開始前に指導者が提案するゲーム

のルール表を提示し、ルールの確認を行った。 
３）介入 2 期 

ゲーム開始前に、５つの下位行動が明記さ

れた話し合い手順書を提示し、ゲーム成立ま

での過程の確認を行った。発言する時には挙

手して指名された後に皆の前に出ること、人

の意見を聞く時には着席することを教示し

た。指導者は話し合いにおいてそれぞれの意

見の内容を読み取り、それらの意見を基にゲ

ームを作り上げていく進行役を担った。 
最初に、順番の決め方を提案させた。意見

が分かれた時には、順番の決め方を決める方

法を問い、多数決により決定した。順番が決

定した後、交代で前に出てゲーム名を発表し、

指導者がゲーム名を板書した。ゲームの説明

も順番に行った。説明が終わった後に質問タ

イムを設け、説明者が質問に答える中で足ら

ないルールを皆の同意の基で補足していっ

た。指導者が提案したゲームの説明時にはル

ール表を提示した。ゲームの決め方を話し合

う時、決め方（あみだくじ、じゃんけんなど）

を提案させ、多数決により決定した。あみだ

くじの場合には実施方法を皆の同意の基で

決定した。また、離席があった場合は声かけ

及び制止をした。ゲームを実施している時、

参加者が話し合いにより決定したルール以

外のことを行った場合に修正のフィードバ

ックを行った。ゲーム終了後は、各参加者が

良かった点や反省点を発表した。そして話し

合い手順書に従って適切であった発言や行

動を取り上げ、言語賞賛を行った。 
４）介入 3 期 

話し合いによって補足されたルールをワ

ープロに打ち出し、その場でプロジェクター

で表示していった。そして適宜画面への注目

を促し、ゲームが実施可能であるかどうかを

参加者に問いながら話し合いを進めた。ルー

ルを補足する話し合いの終了後、内容、勝敗

のつけ方など決定した最終的なルールを確

認した。ゲームを実施している時、参加者が

決定したルール以外のことを行った場合に、

指導者はルールが表示された画面に注目さ

せ、ルールにないことを指摘した。しかし、

話し合いで決定したルールではゲームが実

施できない時には、新たにルールとして加え

るかどうかの意見を各参加者に問い、多数決

により決定した。その他の手続きは介入 2 期

と同様であった。 
５）対人般化期 

指導者が交代した。その他の手続きは介入

3 期と同様であった。  
 

● 
Ⅲ．結果 

 

下位行動の各行動における反応の推移を Fig. 
1 に示した。凡例の白マスは正反応を、網掛け

は誤反応を示している。 
BL 期では、ゲーム内容を説明する、説明を

聞くことはできず、ルールに沿って活動を行う

ことはできなかった。1 セッションでは A 児は

自分なりのルールでゲームを進めた。2 セッシ



ョンでは A 児はゲームに参加することを拒否

して勝手に審判を行った。3 セッションでは A
児は妹へ批判を行い暴力をふるったり、他のゲ

ームを実施したりした。これらの不適切な行動

は声がけだけでは修正されることが困難であった。  
介入 1 期でゲームのルール表を提示したが、

4 セッションでは、A 児は離席するなどの逸脱

行動が多く、勝つことが予測された時点からル

ールに沿って活動を行っていた。5 セッション

では、A 児は指導者が提案するゲームを実施す

ることに不満を言い、自分が提案したゲームを

実施することを泣いて要求した。 
介入 2 期では、話し合い手順書を提示しゲー

ムを開始するまでの話し合い場面を構造化し

た。その結果、毎セッション、導入直後からゲ

ーム決定まで A 児は適切に参加できた。指導者

が提案したゲームに決定した時、A 児は不平を

言うことはなかった。手順書をホワイトボード

に掲示したため、適宜それを参照しながら話し

合いは進行された。また、毎セッション A 児と

妹は自分の考えたゲーム名と実施方法を移動

式のホワイトボードに書いて持参するように

なった。しかし、話し合いで決定したルールに

沿った活動を行うことが困難であった。さらに

話し合いで補足されたルールだけではゲーム

が成立しないことがあり、ゲーム中にルールが

補足されることがあった。 
そのため、介入 3 期で不足したルールをプロ

ジェクターに映して表示することで、A 児はル

ールに沿った活動を行うことができるように

なった。また、話し合いによって補足されたル

ールをその場で即時にプロジェクターで表示

していったことで足りないルールが明確にな

り、ゲームに関する質問応答が増えた。そのこ

とで、ゲームの完成度が高くなり、ゲーム実施

中にルールを新たに補足することも介入２期

より少なかった。 
対人般化期では指導者が交代しても、適切な

話し合い、ゲームへの参加が見られた。 
 

● 
Ⅳ．考察 

 

本研究では、アスペルガー障害のある児童に

対して、集団ゲーム場面におけるゲームを開始

するまでの話し合いを成立させることができ

た。ゲームを開始するまでの話し合い行動を課

題分析した話し合い手順表、話し合いの過程を

視覚化するシステムを導入することによって、

児童の話し合い行動は急激に、そして大きく変

容した。それらの結果から、アスペルガー障害

のある児童に対して集団ゲームでの話し合い

スキルを成立させるためには、話し合い場面の

構造化と自己決定の機会の導入が機能すると

考察した。 
 
１．話し合いスキルを形成するための方略の有効性 

話し合い手順書を明示したことは、ゲームが

成立するまでのやりとりの過程を明確にする

ことを可能にした。つまり「皆と協調しながら」

ゲームを決定していく過程を課題分析し具体

的な行動の連鎖として明示することで、周囲と

のすり合わせのための相互作用の枠組が明確

になったと考えられる。その時々に行う活動が

明確になることで、自分なりのルールで話し合

いを進めるなどの不適切な行動は減少し、指導

者や他児との話し合いの結果としてゲームが

決定していく過程を体験することで、手順通り

に話し合いを行うことが強化されたと考えら

れる。また、手順書を適宜参照しながら話し合

いを進行したことは、不適切な行動を予防する

ことになったと考えられる。 
話し合いの過程において、実施したいゲーム

を表明すること、決め方を提案することや不足

したルールを補足していくことは手順通りの

話し合い行動を高めたと考えられる。既存のゲ

ームを行うのでなく、話し合いにより皆でゲー

ムを作り上げていくことで、自己決定の機会を

多く設定することが可能になった。そのことは、

本人自らのことに関する意思表明や選択・決定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

－
－

やりたいゲームを表明する
内容を説明する　説明を聞く
不足したルールを決定する
決め方を話し合う

対人般化期フェイズ

※ － ・・・手続き通りに実施しなかったため、評価不能　

介入２期 介入3期

決められたルールに沿って活動を行う

項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試行
BL期 介入１期

Fig. 1 集団ゲーム成立までの下位行動の結果
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の機会といった主体的な関与 23)を余儀なくさ

れる環境設定になったと考えられる。 
発表の順番や実施ゲームの決め方の決定に

関するルール設定は参加者と協調を図ってい

く上で有効であった。ルールがないことによっ

て活動の流れを阻害することがなくなり、より

スムーズな進行が促進されたと考えられる。 
話し合いによって補足されたルールをワー

プロに打ち出し、その場でプロジェクターで表

示していったことは話し合い過程の視覚化を

図ることを可能にし、より参加者との相互作用

が高まったと考えられる。金井・古郡・尾花・

古塚 6)、川村ら 7)は、子どもが問題解決の方法

を学習するためには、指導者による参加児の発

言の明確化や行動の言語化が効果的であると

指摘している。さらにゲーム実施中に不適切な

行動が見られた場合に、決定したルールを即時

に確認することができたため、ルールに沿った

活動を行う行動が増加したと考えられる。また

ゲームを自分だけでなく皆が楽しむことがで

きたことで、ルールに沿って活動を行う行動が

さらに強化されたのであろう。 
 

２．アスペルガー障害のある児童の 

コミュニケーション行動への支援 

A 児はゲームの説明を行い、ルールを確認し

ただけでは、ゲームに参加できなかった。それ

はゲームのルールや方法が理解されていなか

った訳ではなく、行動レパートリーがあっても

それらを発揮できる環境ではなかったと考え

た。介入 1 期の 5 セッションにおいて、実施す

るゲームを指導者が決めることに対する不満

を泣いて訴えることで A 児は環境の不備を表

明することができたと言える。そして、話し合

い手順書の提示など話し合い場面を構造化し、

自己決定の機会を保障することが有効であっ

た。以上から、本研究は、コミュニケーション

行動が発揮しやすい、アスペルガー障害の特徴

に基づいた指導者を含む環境整備を行ったと

言えるだろう。同時に活動の共有が可能となる

ことで、これらの環境設定は指導者にとっても

強化的であった。また、５セッションにおける

A児の表出には問題解決のための環境設定につ

いて問題解決方法を検討する上で十分に傾聴

する内容が含まれていたことから、環境設定を

行うにあたって、本人の意思尊重の機会や選択

決定を支援する方法の開発が必要であると考

えられた 24)。 
一方、話し合い手順書を導入した介入２期か

ら突然話し合いが成立するようになったこと

も大きな特徴であろう。構造化された社会的場

面と従いやすいルールの設定といった効果的

な支援が用意されると、不適切な行動がすぐに

消失した。ゲームが成立することが話し合い行

動を強化する機会がほとんどない時から行動

が変化したことにより、行動急変の法則 18)から

ルール支配によって適切な話し合い行動は増

加したと考えられる。ルール提示のような方略

は比較的コストが低いため、学校現場において

もすぐに応用可能であると言え、適切な環境を

整備することがアスペルガーの児童・生徒のよ

り良好な集団適応につながると考えられる。 
以上のことから、アスペルガー障害のある児

童にとって、行動レパートリーはあるがそれが

発揮されにくい状況にある場合に、その行動レ

パートリーを発揮できる、適切な環境設定を含

めた支援者へのシェイピングを意識的に、丁寧

に行っていくことが重要であろう。 
 

３．今後の課題 

本研究におけるグループ構成は A 児と妹、指

導者の３人であった。子ども同士が密に関わり

やすい小集団（4～6 人程度）において、本研究

における方略が有効であるかを実証する必要

があるだろう。その際、同様の困難、目標を持

つと考えられる児童・生徒で構成することで、

参加児の持つ困難をより焦点化してプログラ

ムの内容を設定できる 8)と考えられる。また、

環境整備を含めた本研究での方略を日常場面

（学校場面など）においてどのように応用して

いくかを検討していかねばならない 5)25)。 
今後、本人へのアプローチだけでなく、自然

な環境での環境整備、仲間の理解と支援方略の

開発、家族のストレスの軽減と問題解決の支援

など、広汎性発達障害児への包括的な支援教育

プログラムの開発 24)が求められている。しかし

望月 10)11)は現状環境へ適応するように変化さ

せることが目的であれば、それは支援者が押し

つけたプログラムであり、自らが意思表明を行

い決定に参加するものではなくなることを懸

念している。そのためには環境随伴性に順応

（適応）する方向に子どもの行動を修正する傾

向がある 4)といった支援者自身の置かれている

環境随伴性を弁別する必要がある。つまり、積

極的に現在の随伴性を変容させることを視野

に入れた、本人中心のアプローチへの変換が支

援者に求められていることを本研究は示唆し

ている。 



付  記  
 本研究には、科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）

課題番号 15530619 『重度の発達障害のある児

童・生徒に対する社会参加に焦点をおいた教育

法の開発』の助成を得た。 
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